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Microsoft Access の taskdb.mdb を 
VistaDB の taskdb.vdb5 に変換する手順 

 

 Mascot Daemon は、Mascot 検索に関わる情報をデータベースで管理しています。v2.4 までは標準デー

タベースエンジンとして Microsoft Access を利用していましたが、v2.5 以降は VistaDB を使用しています。

v2.4 で利用していた Miccrosoft Access のデータベースファイル（taskdb.mdb ）を v2.5 以降の VistaDB

に引き継ぎたい場合は次の手順で VistaDB のデータベースファイル（taskdb.vdb5 ）に変換してください。 

（１）DataMigratioWizard.exe  変換プログラムを起動してください。 

 

 

 

 

 

 

（２）変換プログラム起動画面です。[Next] ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C:\ Program Files \ Matrix  Science\ Mascot Daemonⱨ◊ꜟ♄

⌐№╢₈DataMigrationWizard.exe₉╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 
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（３）Source Databa se として Microsoft Access を選択し、[Next] ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）変換前の「taskdb.mdb 」ファイルと、変換後の「taskdb.vdb5 」ファイルの格納フォルダを指

定し、[Next] ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⅝ ⅞√™₈TaskDB.mdb₉ⱨ□▬ꜟ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 

C:\ ProgramData\ Matrix  Science\ Mascot Daemon

ⱨ◊ꜟ♄╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ 
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（５）「taskdb.mdb 」ファイルのデータ構造が表示されます。[Next] ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）[Next] ボタンを押すと変換処理が始まり、処理内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─ⱪ꜡☿☻꜡◓⅜ ↕╣╕∆⁹ 
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（７）変換処理が終了すると次のダイアログが表示されますので[Finish] ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）Mascot Daemo を起動すると次のようなダイアロブが表示されます。「OK」ボタンを押すと変換

された taskdb.vdb5 ファイルが読み込まれますので[S tatus ] タブで内容を確認してください。 
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（９）引き継ぎたい検索パラメータファイル（*.par ）は「C:\ ProgramData \ Matrix Science \ Mascot 

Daemon \ parameters 」フォルダに格納した後、Mascot Daemon の「Edit」→「Preferences 」

→「General 」タブで「Text Files 」を選択し、[Save] ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上

 

 

 

 

 

 何かお困りのことがありましたら Mascot サポートにご連絡ください。
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